
様式第16号 (別紙)

通 勤災 害 に関す る事 項 

① 労 働 者 の 氏 名

匡 軍票蓋曇苧警差違冨義蓬慧芸所-の移動 :: 芸≡J:芸≡:三三芸:…芸動

㊦ 負傷又は発病の年月日及び時刻 年 月 日 午 蒜 時 分頃

㊤ 災 害 発 生 の 場 所

㊥ 艶 呈義 盛 r望,;左義 軍

十 芋 二宣 ∴ 十十 年 月 日 午 蒜 時 分頃

十 二 十 工 ∵ 年 月 日 午 蒜 時 分頃

㊦ 漂慧浩志品荒5,県警/TlxT+)に諾失当する似合は記載すること) 年 月 日 午 蒜 - 時 分頃 

① 惣 濫 浩 語 盟 慧禦 翌当する場合は記峨すること) 年 月 日 午 蒜 時 分頃

㊥ 孟宗でき品等警完動 通常及び所要時間並び 災害発生 日にに住居又は就業 場所から災害発生の場所に至った経経路路､､方方法法､所用時間そののの他 ののの状況 (通常の移動の所要時間 時間 分) 

⑭ 災宮の原因及び発 生 状 況

住

氏

所 l

名 L 喝 話

〔注意〕 

1 ㊦ は､災害時の通勤の種別がハの場合には,移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定年月日及び時刻

を､二の場合には､後続するイの移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定の年月日及び時刻を記載する

こと｡ 

2 ㊥ は､災害時の通勤の種別がハの場合には､移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を､

ホの場合には､先行するロの移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を記載すること｡ 

3 (功は､災害時の通勤の種別がハの場合には､移動の起点たる就業の場所を離れた年月日及び時刻を記載すること｡ 

4 ㊤ は､通常の通勤の経路を図示 し､災害発生の場所及び災害の発生の日に住居又は就業の場所から災害発生の場

所に至った経路を集線等を用いてわかりやすく記載するとともに､その他の事項についてもできるだけ詳細に記載

すること｡ 

5 ⑰ は､ どのような場所を､ どのような方法で移動している際に､どのような物で又はどのような状況においてど

のようにして災害が発生したかを簡明に記載すること｡ 

(物品番号 68111)18.6 


